
いしたいと思います。発電の規模を表す単位は

kWとkWhの二種類です。 kWは発電能力を指
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編集員報告
し、時々の電気のフローを示します。kWhはキ

であり、電気の総量、 すな「アワーJ

わちストックを示します。

例えば、 10kWの発電能力を持つ太陽光パネ

ノレが 1時間フノレに発電すると、10kWX1時間

しかし時間帯や天候により常

ロワット再生可能エネルギーのいま

原発事故以降、新たなエネノレギーとして期待

されている再エネの現状を レポート します。 ニ 10kWhです。

に発電できるわけではないので、発電量は時間

FITの価格設定の参考とされに比例しませんG

ている「設備利用率Jはこの割合であり 、10kW

以上の太陽光では 13%とされています1。例え

ば、 10kWの太陽光パネノレだとすると、

10kW x 24H x 365日x13%=1l，388kVl市

が年間の発電量(=kWh)になります。

再エネの導入量と言った場合は発電設備の発

FITの創設

2012年 7月から始まった再生可能エネノレギ

ーの闘定価格買取制度は、再生可能エネノレギー

(再エネ)で、発電された電気を、電力会社が一定

の価格で買取るこ とを義務付けた制度です。

日本ではこれまでも太陽光発電を対象とする

「サンシャイン計画」など‘で、再エネの普及を促

電能力を指すので、ikWJを使います。他方 i1

年間の消費電力Jや i1ヶ月の平均発電量Jな

どと時間軸が加わると ikWhJで示します。で

すから日本の総消費電力は約1兆ikWhJです。

す政策が推進されてきましたが、火力等の従来

型の発電方式と比べると、依然として発電コス

トが高い状態が続いていました。福島第一原発

の事故により日本各地の原子力発電が安全性の

より踏

み込んだ政策で再エネの普及を促そうという機

確認のため停止したことをきっかけに、

再エネの現状

まず、FIT創設以降の変化を探り ます。

<FIT前後の再エネ導入総量の比較>

運が高まりました。

固定価格買取制度は、法律で、竜力エネノレギー

FIT前 FIT 後
単位:MW 伸び率

-2012/6 一2013/12

(住宅)太陽光 470 202 43% 

(非住宅)太陽光 90 483 537% 

風力 260 7 3% 

中小水力 960 1 0% 

バイオ 230 12 5% 

地熱 50 。 0% 
合計 2，060 704 34% 

の買取価格を定めることから FeedIn Tariff、

略してFITe呼ばれます。東京電力などの電力

会社は通常の電力料金より高い値段で再エネを

買取ることになるため、その分は賦課金として

電気料金に上乗せされています。

FITの導入により、適用された固定価格で一

定期間安定した売電収入が見込めるため、再エ

ネ事業は事業性が格段に向上し、 多くの事業者

が再エネ、とりわけ太陽光発電に参入していま

FITと再エネの現状を考す。本レポートでは、

3
EEE
S
Mぞ
2
4hAV
. 察することを目指します。

出所:資源エネノレギー庁、2014年

1 10kWh以上全体で13%、1000kVl市以上だと

13.6%。経産省 「平成26年度調達価格及び調達期

間に関する意見j2014年

電力豆知識

本題に入る前に、電力の単位についておさ ら
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FIT後に導入された再エネの発電総量はFIT

以前の 34%にあたり、わずか l年半の問で急速

に普及が進んだといえます。とりわけ太陽光は、

2012年までの導入総量が6，632MWで、 2013

年の 1年間でそれまでと同等の 6，608MWが導

入される勢いです。

7，000 

6，000 

5，000 

4，0∞ 
3，00口

2，00口

<日本の太陽光発電導入量推移(MW)>

。 ーγ・γ圃，.--._.~.ャ--γ・_I_

点悼式所内YHIぷdjjjjぷ〆ぷ式内V

出所:IEA PVPS Trends Report，2013 

ネクストエナジー・アンド・リソース株式会社

副社長取締役有木正浩さん

次に、実際に再エネに取り組む事業者として、

ネクストエナジー ・アンド ・リソース社を取り

上げたいと思います。ネクスト社は、太陽光発

電のトータノレサポートを手がけ、 2012年 6月

期の売上高6億円から、2013年は54億円を達

成し、2014年は 110億円を見込む、急成長を

遂げている企業です。

ネクスト社は03年に創業し、 当初は小水力 ・

風力発電事業を、05年より太陽光発電に進出し

ています。FIT以前の苦難の時代を知る創業メ

ンバーである有木副社長に話を伺いました。

FIT前後でどういった変化がありましたか。

「事業環境が大きく変わりました。FIT以前に

太陽光発電を設置したのは環境意識が高い企業

がほとんどでした。規模としても 200~300kW

が中心で、いわばCSRとして設置されていた

のです。それが1"11'施行後には、数多くの企業

が発電事業者として参入したため、多くの引き

合いを頂いています。

公共雪崩

FITの導入は、再エネの発電コストと、電力

会社の火力といった既存のエネノレギーが同レベ

ノレになるグリッド・パリティ 2を達成することに

あります。再エネはコス トが高いため普及が進

まず、普及が進まないためにコストが下がらな

い状況に直面していましたn 例えば、系統連結

の際に必要になることがある変電施設 ・送電線

のコスト、設置場所に左右される施工コス ト、

発電量の監視コス トなどが、追加的なコス トと

なって設置者にのしかかります。そこでまず政

策的にコストを抑え全量買取を保証することで、

ビジネスとして成立するようになったのです。J

買取価格が下落していった後の状況について

どうお考えですか。

[見落としてはならない論点は、FITはあくま

でも「繋ぎj の制度であることです。政策的な

助けを得ることでビジネスとしての事業環境が

整うことで、数多くの企業が参入し、量産化や

技術革新が進み、送電設備の整備も促されて発

電コストを低減させ、グリッド ・パリティを達

成することが目的です。既にグリッド ・パリテ

ィを達成している諸外国もあります。」

再エネのさらなる普及に向けて、御社が取り組

んでいることを教えて下さい。

「太陽光発電の総合的なサポートです。太陽

光モジューノレ、事業計画、施工、維持管理すべ

ての段階に蓄積されたノウハウがあります。胞

工では、傾斜地で、のパネノレ設置のための土台工

事に役立つ 「ネクス トパイラー」を開発し、工

期を大幅に短縮することができるようになりま

したn

また、維持管理事業にも注力しています。太

陽光発電事業は、投資し設置することだけでな

く、継続的に安定的な発電量を確保できるかと

2太陽光等の再エネの発電コストが、火力等の従

来型方式の発電コストと同等になること。
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取り組んでいる企業では、本気の度合いが全く

違います。実際に、 FITによる買取価格が下が

ったことで既に撤退を決める企業も出始めてい

ます。

2014 Spring 

いう点がとても重要です。そのため、モジュー

ノレの性能保証 ・メンテナンス、日射量を始めと

する立地環境への対応などを充実させていて、

数多くのメガソーラ一事業者から相談を受けて

います。J しかし先ほども述べたように、うちはFIT以

前の苦境の時代を乗り越えてきた経験があるの

で、ちょっとやそっとでは全く動じないので

す。」

再エネとエネルギ一政策

次に、電力全体に話を向けます。電源、53IJ発電

電力構成比を見ると、再エネ(新エネルギー)が

全電力に占める割合は依然と して低い規模に留

まってることが分かりますG

く電源別発電電力構成比，億kWh>

写真 :有木正浩副社長取締役

10，000 

有木さん自身のことについても伺わせて下さ

い。どういった経緯で今に至るのですか。

「私は高校卒業後すぐに電力会社に就職し、

その後転職 して建設コンサノレタン ト会社に勤務

匡函

8，000 

6，000 

4，000 

2，000 

していました。社長である伊藤との出会いをき

っかけに、ネクス ト社に参画したのは34才の

時です。それ以降自然エネ/レギーを広めるとい

う信念を持って取り組んできま した。創立直後

に経験した全く仕事がないつらさは耐えようが

ないものでした。社長も私も技術屋ばかりで、

営業のノウハウもなく 、本当に苦労しました。

いまでこそわが社は急成長していますが、不遇 。
2012 2011 2010 

の9年間の経験があってこそだと思っていま
出所 ;電気事業連合会、2013年

改めて指摘するまでもなく、 3，11以降、火力

発電の割合は2010年の61.4%から2012年には

88.4%に上昇しており、原子力発電が停止 した

す。J

今後の展望をお願いします。

「やはり FITの先を見据えることが鍵になり

FITを契機として多くの事業者が太陽光

3
EEE
S
Mぞ
2
4hAV.

2013年 12月末の時点で、

FIT以後の再エネ導入量は700万kWを超えま

日本全体では1兆 kWhの需要があり、

そのうち原チ力発電が担っていたのは約 3000

穴を埋めています。

すが、

ます。

発電に参入しましたが、それが継続されなけれ

ば、再エネの更なる普及は望むべくもありませ

ん。FITを前提として事業計画を立てている企

業と、う ちのように FIT以前から太陽光発電に
億 kWhなので、 桁が全く違うことがわかりま

す。
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<各発電方式の出力比較>

代表的なものを取り上げて一覧としています。

あくまで参考として頂きたいのですが、規模!惑

を考えれば、再エネが原子力の代替となるのは

簡単ではないことが分かります。

発電方式 発電能力，kW 出所

太陽光 2.4kW Panasonic製

小水力 5.5kW 京都市桂川

風力一基 2，000kW 目立製

バイオマス 2，000kW 岡山県真庭市

メガソーラー 70，000kW 鹿児島市七ツ島

一般水力 560，000kW 福島県奥只見

原千力一基 1，180，000kW 大飯原発4号機

揚力水力 1，932，000kW 兵庫県奥多々良木

C02とエネルギー

続いて地球温暖化問題を取り上げます。2010

年の日本の C02排出量は 1，191Mt(メガ トン)

で、 2012年には 1，276Mtに増加しています。

以下の図は2010年を 100とした内訳です。発

電の際に生じるエネノレギ←転換部門の C02排

出量が 2割以上増えていることが分かります。

130，0 

120白。

110，0 

100φO 

90.0 

<C02排出量の推移、指数>

_--_--

工ネルギ一
転倹126.1

合計

ー_-----107.1 ・回・-

一._____・ー-.ー-ー その他.
97.5 

2010 2011 2012 

環境省資料より筆者作成。

エネノレギー転換部門すなわち発電部門につい

て、電源別発電電力構成比の図と併せて見ると、

発電量全体は減っているにも関わらず、 C02排

問量は増えていることが分かります。同時に火

公共雪崩

力発電の害1)合が急増していることも読み取れ、

C02排出量増加の原因だと推測されます。日本

は点都議定書の温室効果ガス削減目標は達成す

ることができましたが、現在の状況が続けば更

なる削減に支障をきたす可能性があります。

温暖化対策の一環としても再エネの推進は意

味を持ちますが、再エネの発電規模や導入速度

を考えると、火力発電に電源の大半を頼る時期

はまだまだ続くと思われます。C02排出の一点

だけを考慮すれば、原子力発電の割合を増やす

ことが手早い解決策となりますが、広い意味で

の安全性 ・地域との関係 ・経済効率性といった

多岐に渡るファクターを比較衡量し、政策を組

み合わせることが必要ですc まさに公共政策的

な力が求められているのです。

まとめ

最後に、筆者個人の体験を記したいと思いま

す。私は就職活動などを通じて、ネクストエナ

ジーの有木さんはじめ、再エネに取り組む

NPO・自治体 ・企業 ・学生といったの実践者の

経験を伺う機会がありました。FITが整備され

る随分前から、どの方も不確実な状況下で思い

切って決断し、大きなリスクを覚悟して再エネ

の普及に取り組まれていることを知りました。

「公共政策の担い手Jについて考えるとき、

再エネの分野はとても示唆的だと感じます。

FITの制度があったとしても、それに全力で取

り組む人がいなければ、再エネを拡大していく

ことはできません。従来のエネノレギ一政策は少

数の意思決定者が資源を集中して推進すること

ができたかもしれませんが、再エネは地域に密

着した分散型のエネノレギーで、す。その分手間も

かかり一挙に規模を拡大することはできません

が、わたしたち一人一人が取り組むことができ

る身近なものです。再エネを通じて、公共政策

の担い手が広がり 、新たな可能性を拓いてし、け

るのではと感じています。 (X責森俊貴)
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